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秘
窯
の
里

大
川
内
山

目
次

　
江
戸
時
代
に
佐
賀
藩（
鍋
島
家
）は
、主
に
将
軍
家
や
、

老
中
な
ど
幕
閣
へ
の
献
上
用
の
焼
物
を
有
田
で
製
作
し

て
い
ま
し
た
。１
６
６
０
年
代
に
佐
賀
藩
は
製
作
技
法
が

他
に
漏
れ
な
い
よ
う
有
田
か
ら
、険
し
い
地
形
の
大
川
内

山
に
藩
窯
を
移
転
さ
せ
、「
秘
窯
の
里
」と
し
て
、入
り
口
に

番
所
を
設
け
厳
重
に
管
理
し
、採
算
を
考
え
な
い
高
品
位

の
特
別
あ
つ
ら
え
の
献
上
品
を
幕
藩
体
制
が
な
く
な
る

ま
で
作
り
続
け
ま
し
た
。

　
陶
工
た
ち
は
藩
か
ら
扶
持（
給
料
）が
与
え
ら
れ
ま
し

た
が
、高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
、技
術
が
劣
る
も
の
は
容

赦
な
く
解
雇
さ
れ
、描
か
れ
る
絵
柄
や
、失
敗
製
品
の
廃

棄
ま
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
献
上
品
は
、「
鍋
島
」と
呼
ば
れ
、世
界
の
至
宝
と

し
て
妥
協
を
許
さ
な
い
精
緻
な
造
形
と
優
雅
な
作
風
か

ら
近
世
陶
磁
器
の
最
高
峰
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
窯
元
は
、藩
窯
で
培
わ
れ
た
高
度
な
技
法
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
新
た
な
技
術
を
取
り
入
れ
、３
５
０
有
余

年
の
歴
史
を
現
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
９
月
に
は
、「
大
川
内
鍋
島
窯
跡
」と
し
て
国

の
史
跡
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、歴
史
的
・
文
化
的
な
遺

産
と
し
て
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
大
川
内
山
は
、
30
軒
の
窯
元
が
集
ま
っ
て
お
り
、楽
し

み
な
が
ら
散
策
が
で
き
、「
秘
窯
の
里
」の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
山
水
画
の
よ
う
な
奇
岩
と
窯
場
の
煙
突
が
印
象
的
で
す
。

買
っ
て
よ
し
、散
策
し
て
も
よ
し
、春
と
秋
に
は
窯
元
市
が

開
催
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
文
化
庁
で
は
、地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て

我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を「
日
本
遺

産
」と
し
て
認
定
し
て
お
り
、平
成
28
年
４
月
に
、大
川
内

山
の
歴
史
及
び
景
観
が『
日
本
磁
器
の
ふ
る
さ
と 

肥
前 

〜
百
花
繚
乱
の
や
き
も
の
散
歩
〜
』に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、外
国
人
観
光
客
に
向
け
て
１
〜
３
の
お
す
す

め
度
で
観
光
地
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る「
ミ
シ
ュ
ラ

ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
佐
賀
　
W
E
B
版
」で
、大
川
内

山
は「
寄
り
道
す
る
価
値
が
あ
る
」を
意
味
す
る
二
つ
星

（
★
★
）と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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鍋島藩窯橋
陶板と無数の陶片が施された橋。
欄干の外側には竜と鳳凰（ほうおう）
が描かれています。

登り窯
昔ながらの薪で炊く登り窯。献上品
の焼成などに使用されています。

大壁画
陶片とトンバイで登り窯をアレンジ
した壁画のモニュメントです。

陶工の家
藩窯当時の建物を再現。当時の陶工
たちの暮らし振りもうかがえます。

秘
窯
の
里

めおとしの塔･唐臼小屋
めおとしの塔から美しい音が響きます。
水の力を利用した大きな臼は必見。

権現岳神社
市内に現存する江戸時代の社殿建築
の中でも工夫をこらした優れた建物
です。

伊万里鍋島焼会館
各窯元の代表的な焼物を展示即売
しています。喫茶コーナーも併設。

伊万里･有田焼伝統産業会館
焼物の歴史が学べる資料館。
絵付け体験もできます。

大
川
内
山
を
歩
く

秘
窯
の
里 

大
川
内
山

散策マップ

武
雄
↓

↑
伊
万
里

天神
坂

鍋島藩窯坂

みて歩きのエチケット三ヶ条
一、大川内山は生活の場が多くありますので、大声を出したり、
　  民家をのぞくのは、やめましょう。

二、花や草木を折らないで、自然を大切にしましょう。

三、道路が狭いので、車は駐車場へ停めましょう。

伊万里･有田焼
伝統産業会館

伊万里
鍋島焼会館

唐臼小屋

Ｐ

Ｐ

WC

WC

WCＰ 休憩所
鍋島藩窯橋

関所

陶工橋

登窯跡

伊勢越碑

高麗人の墓

副島勇七碑 バス停

登り窯

碑
皇太子殿下
皇太子妃殿下

陶石を細かく砕くため水の力を
利用した大型の臼が実際に大
きな音を立てて動いています

陶工橋を渡ると澄
んだ音が聞こえて
くるョ!

陶片やピンコロ石､タイル
を使った楽しい広場

880余の無縁の陶工
達の墓です

めおとしの塔陶工の墓

には喫茶店があります。

大きな案内板

清正公堂

林  

道

焼物広場

ポケットエリア

岳神社入口

日峯さん

権現岳神社

鍋島藩主を
祀ってある

茶会用の和室
もある

色々な展示物が
ある

愛宕神社
(火の神様)

大銀杏
秋の紅葉は
キレイ!

屏風岩 とんご岩
青螺山

陶工の家

藩窯時代に役人の
屋敷のあったところ

藩役宅跡

藩窯時代の御細工
場のあったところ

御細工場敷跡

出水観音
休憩所

東屋トンバイ橋

御細工場

旧関所跡

天神橋

鍋
島
藩
窯
坂

清源下窯跡

御経石窯跡

展望広場と展望台

大壁画

陶芸館伊万里

冬山窯

大五窯

螺山窯

瀬兵窯（新風）

光山窯

瀬貞陶窯寛右ｴ門

小笠原藤右衛門窯

翠山窯（山本製陶所）

虎仙窯

瀬兵窯（陶筥）

せいら（徳永窯）

巒山窯

魯山窯 杏土窯
大秀窯

陶咲花

畑萬陶苑 太一郎窯

陶房大林

富永窯

泰仙窯

鍋島御庭焼

伊万里陶苑

川副青山窯

三宅窯
岳山窯

長春青磁陶窯

是隆窯

大五郎窯

玄太夫窯

大川内町
平尾

鍋島藩窯公園
　秘窯の里 大川内山の窯元群と隣接し
た丘陵地に歴史文化遺産と憩いの施設
がある公園です。
　鍋島藩窯として栄え、350有余年の歴
史を誇る「伊万里鍋島焼」のすべてがこ
の公園の中に蘇り、歴史を感じさせてく
れます。

お
お 

か
わ  

ち  

や
ま

私たちがご案内します

☎（0955）22-7934

伊万里市観光
ボランティアガイドの会
（伊万里市陶器商家資料館内）

ク

ポ
ン
券

お得 伊
万
里
鍋
島
焼
会
館10

焼
物

OFF
%

お買物の際にご提示く
ださい。他のクーポンと
の併用はできません。

伊万里駅から
大川内山へのアクセス

【西肥バス 所要時間】
約15～20分

【タクシー 所要時間】
約10～15分
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世
界
で
一
つ

あ
な
た
だ
け
の
器
づ
く
り

　伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館

を
は
じ
め
、大
川
内
山
の
窯
元
な
ど

で
は
絵
付
け
や
ロ
ク
ロ
体
験
が
で

き
ま
す
。マ
グ
カ
ッ
プ
や
お
皿
な
ど
、

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
食

器
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　旅
の
思
い
出
に
、ぜ
ひ
ご
体
験
く

だ
さ
い
。

春をテーマにした各窯元による恒例の窯元市で、通常
より安く購入することができます。また桜が咲き誇り、
訪れる人たちの目を楽しませています。

POINT!

「磁器ひいな」は、滑らかな磁器の肌に美しい彩色が
施され、見る人の心を癒します。

POINT!畑萬陶苑　 
工房見学

絵付け・ロクロ・手びねり体験!

●絵付け体験
◆ロクロ体験
★手びねり体験

800～1,500円

☎0955-22-6333　

伊万里・有田焼
伝統産業会館

料　金

MAPｰP3●
1,000円～

☎0955-23-2656

せいら
（徳永窯）

料　金

MAPｰP4●

1,000円～

☎0955-23-2784

畑萬陶苑

料　金

MAPｰP3●

2,000円～

☎0955-23-2366

青山窯

料　金

MAPｰP4●

700円～

☎0955-23-2749

瀬兵窯
（本社展示場）

料　金

MAPｰP10●

ロクロ（磁器） 3,000円～

☎0955-23-1002

大秀窯

料　金

MAPｰP3
◆

ロクロ（磁器） 5,000円

☎0955-22-3095

虎仙窯

料　金

MAPｰP4◆

絵付け       　　　 600円～
ロクロ・手びねり 3,500円～

☎0955-23-3583

今岳窯

料　金

MAPｰP10●◆★

絵付け   　756円～
ロクロ 　2,160円～
手びねり 1,944円～

☎0955-23-1189

海のシルクロード館

料　金

MAPｰP13
●◆★

四季を通して魅力満載！
　山水画のような風景と卓越した伝統を見せてくれる秘窯の里 
大川内山は、ぶらり訪れてみても十分に楽しめるスポットです。
四季折々に開催されるイベントは魅力満載！
　その季節ならではの楽しみがたっぷり！ぜひ、イベント開催
時期とあわせて出かけてみませんか？

4月29日
5月3日
～

春の窯元市

磁器ひいな
まつり
2月中旬
3月上旬
～

「秋彩々」をテーマに各窯元が秋に向けて作った新作
などの磁器を展示販売しており、通常より割安で購入
できます。秋の景色を堪能しながら誰でもゆっくり散
策することができます。

POINT!

鍋島藩窯
秋まつり
11月1日
11月5日
～

※送料は別料金となります。

無料
事前予約

伊万里鍋島焼協同組合詳しい情報は 検索

大川内山から産出する青磁原石を用い、何度
も青磁釉をかけては焼き、艶やかで神秘的な、
独特の色合いが醸しだされます。

鍋島青磁

伊万里鍋島焼
の特徴

伊万里鍋島焼は、鍋島の系譜
を引き継いでいますので、特
徴として大きく三つに分ける
ことができます。

白磁の肌に染付で文様を描き、本焼をした
後、赤・黄・緑を基調にした上絵を施して、再
度焼上げます。陶磁器の最高峰として、そ
の美しさを誇っています。

色鍋島

透明感のある白磁に、藍一色の染付を施し
ます。この染付に使う呉須の色が特徴で、凛
とした美しさが醸しだされています。

鍋島染付

古伊万里と鍋島の違い
古伊万里：江戸時代、肥前地区で焼かれた焼物（磁器）は、
伊万里の港から積み出され、国内はもちろん、遠くヨーロッ
パまでも運ばれたので、伊万里が焼物の代名詞となり、こ
れらの焼物の総称が「古伊万里」と呼ばれています。

鍋島：日本で最初に磁器を完成させた佐賀藩（鍋島家）
は「藩窯」を組織し、主に将軍家や幕閣に献上するため、
特別にあつらえた焼物を、幕藩体制がなくなるまで作り
続けました。この焼物が鍋島と呼ばれています。

　見学時間 9：00～16：00
　土・日・祝日
☎0955-23-2784
休

秘
窯
の
里 

大
川
内
山

イベント陶芸体験

風鈴まつり

6月中旬
8月下旬
～

見た目も音も美しい磁器製の風鈴。
山間に広がる秘窯の里に風鈴の音
色が響き渡ります。 期間中の7月
中旬に開催されるボシ灯ろう祭り
は特に必見。光と静寂に包まれた
大川内山の幻想的な風景をお楽し
みください。

POINT!

※ボシとは本窯を焚く時に、磁器
を入れる器（耐火煉瓦）の事です。

800円～

☎0955-20-1366

魯山窯

料　金

MAPｰP3●


